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2 次元移流モ デルの 混合特性

榎本 剛 （京大防災研）

1　 は じめ に

　化学輸送 モ デ ル の よ うに 反応性 の 多数 の ト レ
ーサ

が 移流さ れ る場合， トレ
ー

サ間 の 分布 の 函数関係が

維持さ れ る必要 が あ る 。 本研究 で は
，

Laurizen　et　al，

（2012〕で 提案され た方法 に 基づ き，2 次元移流モ デ

ル の 混合特性 に つ い て 調 べ る。

2　 混合特性分析

　 コ サ イ ン ベ ル x と相関 コ サ イ ン ベ ル ξとは，非線型

な函数関係

　　　　　　　　 ξ＝ax2 ＋ b

に ある。x 一ξ散布図上で は，函数関係が維持され て

い れ ば
， 同

一格子上 の 点 は 曲線 上 に の る は ず で あ る 。

3　 結果

　オイ ラ
ー

移流 モ デ ル は，混合 特性 は あま りよ くな

い （図）。 初期値の 0．1〜 1．0 の 範囲 か ら逸脱 して い

るもの も多 い 。こ れ は，分散性の た め で あ る と考え

られ る。移 流モ デ ル で も ， CFL＝1，0の とき は 内挿法

に よ り差 が顕著に現れ る 。 数値予報モ デ ル に用 い ら

れ て い る準 3 次〔Ritchie　et 　al，1995 ）で は
， 逸脱 が 大 き

い 。しか し，ス ペ ク トル 双 3 次 は 準 3次 と比較 して，

実混合 （曲線の 内側）は 半分 以下 ， 非混合 （曲線の

外か つ 0，1〜1．0 の範囲内）はほぼひ と桁小 さ い
。 ス

ペ ク トル 双 3 次 〔Enomoto 　2008〕の 逸脱 は
， 準 3 次

よ りもひ と桁 ， オイ ラ
ー

移流 モ デ ル の 1／3 近 く小 さ

い 。CFL＝5．2の 場合 は，準 3 次 も実用 的な性能 だが，

ス ペ ク トル 双 3次 は卓越 した特性を示す。
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図 〔a）オイ ラー移流，〔b〕準 3 次，〔c ）ス ペ ク トル双 3

次 の 混合特性 （CFL 三 1．0，　T159 ）。
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